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本日、平戸中学校において「平和祈念集会」を実施しました。主担当の西村先生を中心に、安村先生、
喜多先生、本村先生、そして生徒たちで「平和集会実行委員会」を立ち上げ、今日の日に向けて準備を進
めてきました。実行委員会の構成は、委員長田中琥太郎さん、副委員長吉田小夏さん、銀吉屋菜歩さん、
委員松永新絆さん、松本陽太さん、杉山心優さん、髙本葵梨さん、森佳奈美さん、井元大翔さん、氏田翔麻
さん、川脇茉梨愛さん、川口幸翔さん、浦川美優さん、瀧下奈乃佳さんです。今年度の集会では、学年ごと
に以下のようなテーマを設定し、それぞれの代表生徒が学習の成果を発表しました。 

１年生：「原爆・沖縄戦・水俣病」 ２年生：「沖縄戦」 ３年生：「世界の紛争」 
発表の後には、実行委員による「読み聞かせ」、そして「平戸中学校平和宣言」が読み上げられまし

た。私からは、生徒の皆さんに次のようなメッセージを伝えました。 
～一部抜粋～ 
今、私たちが「穏やかな日常」を送ることができているのは、戦争によって命を奪われた方々の悲し

みと、それを二度と繰り返さぬよう、平和を願い続けた人々の「たゆまぬ努力」があったからです。７
月のはじめ、３年生と共に修学旅行で大刀洗平和記念館を訪れました。そこで私は、「戦争のない今の
幸せ」や「平和のありがたさ・尊さ」を改めて実感しました。今日は、「戦争の悲惨さ」や「命の重
さ」について、皆さんと一緒に考えるために、特攻隊にまつわる一つの話を紹介したいと思います。
（中略）その多くが、皆さんと同じ１０代、あるいは少し年上の若者でした。「夢も希望も、未来も」、
本来なら手にするはずだった人たちです。皆さんはどうでしょうか。これから進路を考え、将来を思い
描き、やりたいことを見つけていく「大切な時期」です。その未来が、もし戦争によって奪われてしま
ったら？そんなこと、想像もしたくないはずです。だからこそ、私たちは今、「学び、語り継いで」い
かなければなりません。戦争がいかに残酷で、人の命を軽んじるものであるか。そして、平和がどれほ
ど尊く、守られるべきものであるかを。（後略） 
今日のこの平和祈念集会をとおして、「平和」という言葉の意味を、今一度、心に深く刻んでほしいと

思います。そして、過去に目を向けることで、今ある日常のありがたさに気づき、これからの未来をど
う生きていくかを考えるきっかけにしてほしいと思います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「全力平中」 夢を語り、夢を追う生徒 

笑顔 続ける 支え合う 


